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広報クイズ
２月４日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、
年齢」を書いて応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見な
どを必ず書き添えてください。紙面づくりの参考にいたします。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　
☆はがき〒028-7397（住所不要）　☆ＦＡＸ：74-2102
☆メール：koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイ

希望郷いわて国体冬季
大会スキー競技会は、
いつから開幕？

ズ」と入力、右上のＱＲコードを読み込むことで、宛て先の入力を省略できます）
◎応募期限　2月22日㈪消印有効　◎第124回の正解　「農（みのり）と輝（ひかり）の大地 ～ 
ともに暮らし、しあわせ感じる八幡平市～」　▶応募者16人　▶正解者11人
▶当選者　佐々木芙美子さん（西根寺田）、中軽米洋子さん（松尾寄木）、佐藤亜祐子さん（岩木向）

（12月届け出分）

するため、当館の収
蔵品を用いたイメー
ジ展示も行っていま
す。作品を知らない
人でも楽しめる内容
となっていますの

トピック展開催中です

賢治・啄木と本市の関わりとは...
　市博物館では、トピック展『二人の愛した岩手
山』を開催しております。本展の見どころは、宮沢
賢治作品の幻想的な世界を影絵を使用した展示で
表現しているところや、石川啄木の歌の中でも、
本市と関連性の深い作品を多数紹介しているとこ
ろです。また、2人の作品世界を分かりやすく紹介

　市博物館では、1月7、8の両日、「“かざり羽
子板を作ろう”講座」を開催しました。
　羽子板の歴史は、古くは室町時代に始まります。
最初は貴族の遊びとして広まりましたが、時代が
経つにつれ、庶民にも流行しました。江戸時代に
は、子が生まれると、邪気をはね（羽根）のけ、幸
せで豊かな大人になれるようにと願いを込めて、
優雅で華麗な装飾を施した羽子板が贈られたとい
われています。現在は、家内安全・商売繁盛のお
守りとして飾られているところもあります。
　講座に参加した子どもたちは、羽子板の歴史や

工作講座を行いました

で、ぜひ、本展に足をお運びください。
◎ギャラリートーク（本展を解説付きで案内）
■日時　２月１１日㈷、２８日㈰、３月６日㈰午後１
時半から２時まで
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◎男の子
畠山　祥

しょうり

李（伸二・千恵美／北村）

八巻　慶
よ し き

樹（翔太・百合子／野駄）

平野　功
こうりゅう

竜（勤・香葉子／中関）

髙橋　勧
か ん た

太（奨・蘭／上町）

羽澤　空
そ ら

良（隆弘・由紀子／南寄木）

梶本　凜
り お

生（希・美香／大花森）

田村　敦
あつひと

仁（大輔・智美／上野駄）

◎女の子
伊藤　凛

り の

乃（英夫・恵梨香／中平笠）

髙橋　梨
り な

那（繁晴・由美子／中沢）

田村　心
み す ず

珠（昭一・照美／北村）

小笠原　唯
ゆい

（勝宏・曜／両沼）

種市　海
み さ き

咲（篤志・恵美／駅前二区）

小細澤　凛
りん

（俊・江里香／駅前一区）

　遠藤　浩樹　　　／中関
　小野寺　美穂　　／舘沢
　遠藤　光太　　　／両沼
　伊藤　美里　　　／北村
　工藤　拓人　　　／北村
　佐藤　ゆう子　　／紫波町

　能登　鉄平　　　／下町三区
　髙橋　望　　　　／南平笠
　吉田　晃　　　　／南平笠
　佐々木　由佳利　／矢巾町

髙橋　テツ　　　97歳　野駄
佐藤　留五郎　　84歳　折壁
畠山　サイ子　　78歳　岡村
川又　チヨ　　　84歳　新興矢神
遠藤　クマ　　　99歳　若谷地
髙橋　繁美　　　78歳　南寄木
木村　マツエ　　91歳　荒屋新町
藤森　マツ　　　98歳　新町中央
遠藤　與一郎　　72歳　帷子
川又　誠　　　　82歳　新興矢神
滝川　源次郎　　79歳　寺田新田
工　　フヂヱ　　90歳　北村
齋藤　ハツエ　　7７歳　浅沢第１
四日市　　子　　83歳　大久保
杉本　光則　　　53歳　兄川
関本　ハマ　　　90歳　兄畑
吉田　タヨ　　　76歳　中平笠
山口　ミサヲ　　80歳　上野駄

髙橋　雄藏　　　74歳　中平笠
髙橋　恒代　　　92歳　小福田
髙橋　ミワ　　　93歳　上平笠
渡辺　信正　　　88歳　中関
吉田　幸也　　　51歳　寄木新田
伊藤　アサ　　　86歳　小福田
髙橋　ハルエ　　83歳　中平笠
髙村　辰藏　　　87歳　荒屋新町
伊藤　國太郎　　76歳　下平笠
伊藤　待夫　　　82歳　五日市4区
田村　末太郎　　85歳　山後
齋藤　富榮　　　93歳　浅沢第１
髙橋　キヱ　　　94歳　南平笠
伊　　和雄　　　60歳　高宮
吉田　キクエ　　95歳　下平笠
田村　七五三　　89歳　山後
畠山　精一　　　79歳　細野
工藤　三太郎　　89歳　高宮
畑　サタ　　　　92歳　柏台二丁目
畠山　カツ子　　86歳　荒木田
畠山　キヌ子　　66歳　両沼
松村　キミ　　　74歳　松川
村上　慶一　　　77歳　荒屋新町

お 幸 せ に

健 や か に

■交通事故発生件数など　※（　）は前年同月の数

項　　目 12月 1月からの累計
人身事故 3（４） 49（39）
物損事故 65（77） 490（526）
負 傷 者 4（４） 56（57）
死 者 1（0） ４（1）
飲酒運転 0（0） ４（６）
火 災 ０（２） ６（14）
救 急 98（117） 1240（1212）

■人口の動き【12月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 16,439（－10） 6,284（－ 8）
松尾地区 5,988（－ 6） 2,343（＋２）
安代地区 4,753（－18） 1,872（－ 2）
合　　計 27,180（－34） 10,499（－ 8）
男　　性 13,080（－19）
女　　性 14,100（－15）

出生 17 死亡 41
転入 34 転出 44
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（
※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

読書マラソンの結果発表

読書マラソン入賞者が決定しました
　昨年７月20日から12月28日にかけて行われた
「読書マラソン」の結果を発表します。
　読書マラソンは、期間中に読んだ本の冊数を競
うもので、今回の参加者は79人、総貸出冊数は
3,421冊となりました。部門別1位の人とその貸し
出し冊数は、次のとおりです。

※詳しい結果は、図書館掲示物および図書館だよ
り季刊号をご覧ください。

蔵書点検が始まります

■■■　新着図書などの紹介　■■■
書　名 著 者 名

ぼくのごはん ぼく
五郎丸日記 小松成美
頂点への道 錦織圭
坂の途中の家 角田光代
真実の10メートル手前 米澤穂信

部　門 １ 位入賞者・貸し出し冊数

幼児読み聞かせの部 河野美千恵さん（安比高原）・１９７冊

児童低学年の部 河野圭
けいすけ

祐君（安比高原）・258冊

児童高学年の部 工藤颯
そ ら

良君（北村）・77冊

大人の部 伊藤久子さん（薬師）・101冊

　市立図書館および松尾・荒屋コミセン図書室は、
蔵書点検のため、次の日程で休館します。なお、
蔵書点検期間中は、図書の返却のみ可能です。
▶松尾コミセン図書室　２月16日㈫・17日㈬
▶荒屋コミセン図書室　２月23日㈫・24日㈬
▶市立図書館　３月１日㈫から９日㈬まで
※長期休館に伴い、2月17日㈬から29日㈪までの
期間、市立図書館の貸出冊数の上限を10冊まで増
やします（視聴覚資料・コミセン図書室を除く）。
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